生活衛生豆知識№30
口　蹄　疫てなんだっけ
　口蹄疫は、豚や羊など偶蹄類の感染症ですが、平成１２年に国内で、９２年ぶりで発生し大騒ぎをしたことを覚えている方も多いと思います。しかし、口蹄疫というｺﾄ言葉は覚えていてもどうして騒いだのかは忘れた人もいると思います。そこで、口蹄疫を簡単にまとめました。

まず口蹄疫とはなんですか

　牛、豚や羊など偶蹄類（ひづめが２つある動物）に発生する大変感染力が強いウイルス性の病気。発熱、食欲不振、多量のよだれが見られるとともに、舌など口の中、蹄の付け根、乳頭に水泡を形成し、足を引きずるなどの症状を呈します。感染動物との接触（飛沫感染）、感染動物の生産物、汚染物品などにより伝播します。
人には感染しないのですか
　感染しないとされています。平成13年４月23日英国ＢＢＣ放送が「口蹄疫の感染防止作業者が感染した疑いがある」と報道しましたが、５月13日付けの欧州連合疫学週報において「英国政府の遺伝子検査結果で感染していなかった」と報告されています。
なぜ大騒ぎをするのですか

感染すると治療法が無く、一度発生したら家畜を処分するしかありません。家畜の病気で大変恐れられている病気の一つで、感染防止に最大限の注意をはらいます。そして、汚染が確認された国は洗浄化が確認されるまで輸出ができなくなります。

日本での発生はどうですか

　平成12年に。92年ぶりに牛で、宮崎県、北海道十勝発生しました。

３月、４月に宮崎県で３戸(35頭)、５月に北海道十勝で１戸（705頭）。

原因は明確になりませんでしたが、共通していたのは中国から輸入された「稲わら」でした。

アジアでの発生はどうですか　
　平成12年に台湾で第発生し、平成17年に中国の各地、モンゴル、アジアロシアの中国隣接地帯で大発生がありました。韓国の情報で北朝鮮でも発生しているとの報告がありました。今年に入って中国西部ボンゴル、ウイグル自治区に隣接した甘粛省において発生したとの報道がありました。中国、モンゴル、アジアロシア、北朝鮮は口蹄疫に汚染されていると考えられます。

ヨーロッパでの発生はないのですか

　平成13年２月、英国で20年ぶりに大発生し、360万頭以上を処分したと報道されました。その後、アイルランド、フランス、オランダに広がりました。当時、我が国の全豚肉消費量の約40％は輸入で、全輸入量の約40％がデンマークからで、ハム、ソーセージなどの食肉製品に利用していました。デンマークの汚染が疑われ一時的に豚肉の輸入が停止され大騒ぎになりました。

南米での発生はないのですか

平成13年にアルゼンチンで発生し、平成16年、17年ブラジルで発生しています。

口蹄疫が世界のどこで発生しても、食肉製品の原材料の多くを海外に依存している我が国にとっては大きな影響を受けます。　　　　　　　　　　　　　　　
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